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仕様・各部名称

※仕様は予告なく変更することがございます。

設置場所・ご使用上の注意点　

〈コンプレッサー部〉　幅：29.5 ㎝　奥行：71.0 ㎝　高さ：51.5 ㎝　29kg
〈コントロール部〉　　幅：29.5 ㎝　奥行：58.5 ㎝　高さ：37.5 ㎝　17kg

※コントロール部、コンプレッサー部 合あわせた寸法は幅：29.5 ㎝　奥行：70.0 ㎝　高さ：90.0 ㎝　46kg

※弊社スタッフの指示が
　あるまで押さないでく
　ださい。

ブレーカー

※器械��æ�w	�>�±�‘�“排気、排熱を
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コンプレッサー部 電源

コントロール部 電源

ホース差込口（酸素出口）

電源スイッチ

カチっと音がな
るまで差し込む。

キャスター
※前輪にはロックが付いています。

流量計

〈正面〉

吸気口
※定期的に掃除機を
　かけ、ホコリを取
　り除いてください。

〈側面〉 〈背面〉
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・塵やホコリは定期的に除去してください。性能低下の原因になりま
す。コンプレッサー部上面の吸気口を掃除機などで吸引することで簡単
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・ご使用のケージや��ICU��の容量、形状などにより酸素濃度が異なりま
す。また、十分な気密性がないものは、本来の性能を発揮できない場合
がございますのでご注意ください。

電源コード

吸気用ホース

空冷ファン

排水ドレイン

�¯�ï�Ä�é�Ó�çæ
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電源：AC100/490W（50Hz)　100V/660W（60Hz）
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流量 調節方法

接続方法

約90%前後の 供給酸素濃度
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ツマミを回して
フロートを合わせる

上記の酸素濃度は器械本体より直接測定した際の数値です。
上記はあくまで目安の数値です。酸素濃度はご使用環境、電圧によって異なることがあります。
ICU付属の酸素濃度計、または供給場所に酸素濃度計を設置し濃度をご確認ください。

マスク、カニューラーでの
吸入にもご使用できます。
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【3ℓ前後に合わせた時】【16～20ℓに合わせた時】
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ツマミを右へ回しフロートを調節します。目盛と矢印が平行になるように目の高さを合わせてください。

・前面扉に酸素ホースの接続口がある場合→ダイレクトにホースを差し込んでください。
・ネブライザー用の穴がある場合→穴からホースをケージ内まで差し込んでください。
※ホースが脱落しない様、テープなどで固定し、隙間が開く際はその部分を塞いでください。

約 45%～50％の
供給酸素濃度
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麻酔器麻酔器麻酔器 専用ケージ専用ケージ専用ケージ入院ケージ
ICU

入院ケージ
ICU

入院ケージ
ICU

毎分 20L の高流量のため、炭酸ガス蓄積を防ぎ、大型犬用 ICUでも安心して使用できます。
流量調節をしていただくとマスク吸入などもおこなえます。弊社の製品『アッセンブリーホー
ス』をお使いいただくと、同時に 2台のケージに酸素を送ることもできます。    また、麻酔
器接続にもできます。

※2一部、接続できない麻酔器もあります。
※1アッセンブリーホースはFフラッシュ-17型の付属品ではありません。別途、お買い求めください。

※2

※1

用途






